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日本ITU協会　50年のあゆみ

年次 日本ITU協会
ITU（国際電気通信連合）

太字：当協会が日本事務局支援や出展支援などを実施
したイベント

1971

・財団法人日本ITU協会創立
・港区麻布飯倉町（現港区麻布台）に事務所を開設
・八藤 東禧 理事長就任
・ITUクラブを開設
・機関誌「国際電気通信連合と日本」創刊
・機関誌「ITU研究」創刊

・CCITT（現ITU-T）研究会開始
・ITU憲章化研究会開始（〜1973年）
・放送衛星研究会開始（〜2000年）
・プラン委員会研究会開始（〜1986年）
・インテルサット恒久協定研究会開始（〜1972年）
・講演会（〜2000年）

・WARC-71（ジュネーブ）
・世界テレコム71（ジュネーブ）
  ※初開催

1972 ・日本ITU協会賞を新設 ・ITU業務セミナ開始
・CCIR（現ITU-R）研究会開始

・CCITT第5回総会（ジュネーブ）

1973
・第1回日本ITU協会賞を贈呈
・ITU本部に綴錦壁掛「白梅図、紅葉図
  （8.0m×3.6m）」を寄贈

・パネル討論会開始（〜1989年） ・PP（マラガ・トレモリノス）

1974 ・ITU基本問題研究会開始（〜2011年）
・特別研究会開始（〜1986年）

・CCIR第13回総会（ジュネーブ）

1975 ・世界テレコム75（ジュネーブ）

1976 ・ITU年表（日本ITU協会創立5周年を記念して）発行 ・CCITT第6回総会（ジュネーブ）

1977

1978 ・CCIR14回総会（京都）

1979 ・ITU小史（日本のITU加盟100年を記念して）発行 ・WARC-79（ジュネーブ）
・世界テレコム79（ジュネーブ）

1980 ・CCITT第7回総会（ジュネーブ）

1981

1982 ・CCITT勧告（Yellow Book）和訳本発行 ・PP（ナイロビ）
・CCIR15回総会（ジュネーブ）

1983 ・内閣総理大臣賞（世界コミュニケーション年にあたり）受賞
・港区西新橋 渡辺美術ビルへ移転

・世界テレコム83（ジュネーブ）

1984 ・CCITT第8回総会（マラガ・トレモリノス）

1985

・（財）アジア電気通信技術協力機構（ATO）設立 ・Missing Link報告書
・世界テレコミュニケーションフォーラム
  （ワシントンDC）
・WTDC（アルーシャ）

1986 ・CCIR第16回総会（ドゥブロヴニク）

1987 ・（財）世界通信開発機構（WORC-J）設立 ・国際協力研究会開始（〜2000年） ・世界テレコム87（ジュネーブ）

1988

・WORC-JにATOが合併
・WORC-J地域協力委員会設置
・澤田 茂生 理事長就任
・WORC-Jにて機関誌「WORC-JAPANジャーナル」創刊
  （季刊）
・WORC-JがITU電気通信開発センター（CTD）より要請

の技術協力プロジェクト（タンザニア）に専門家を派遣
・CCITT IX総会、WATTC’88（メルボルン）調査団派遣
・港区西新橋 日本ケミカルビルへ移転

・ITUセミナ（専門コース）開始
・国際協力推進セミナ開始

・CCITT第9回総会（メルボルン）
・ＷATTC（メルボルン）

1989

・特定公益増進法人に指定
・韓国通信技術協会（TTA）との相互協力に関する覚書締結
・英文誌「New Breeze」創刊

・テレコム東京フォーラム開始
・「APT光ファイバー技術特別研修コース」（APT研修）開始

・PP（ニース）
  ※三浦 信氏　国際周波数登録委員会
　  （IFRB）委員に当選
・ITU-COM89（ジュネーブ）

1990

・CCIR総会・東欧電気通信事情調査団派遣、ITU125周
年記念式典に参加・桜を植樹

・ITU創立125周年を記念して桜の苗木20本と会議机を
ITU本部へ寄贈

・WORC-J ITU電気通信開発センター（CTD）資金支援
テレホンカード発行益金を寄付

・塩谷 稔 理事長就任
・WORC-J 国際協力賞新設

・CCIR第17回総会（デュッセルドルフ）
・CCITT SG XVIII 松山会合

2021年7月28日現在
【1971年〜1990年】

1971年 日本ITU協会事務所開設

1990年 桜の記念植樹 1990年 会議机寄贈

1971年 「国際電気通信連合と
日本」創刊

1971年 「ITU研究」創刊

1989年 「New Breeze」
創刊

1989年 テレコム東京
フォーラム

1973年 綴錦壁掛（白梅図）寄贈

1973年 綴錦壁掛（紅葉図）寄贈

1982年 CCITT勧告
（Yellow Book）和訳本

1985年 Missing Link
報告書
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年次 日本ITU協会
ITU（国際電気通信連合）

太字：当協会が日本事務局支援や出展支援などを実施
したイベント

1991

・ITU活動の貢献に対して、ITUから記念盾
・機関誌「国際電気通信連合と日本」を「ITUジャーナル」

に名称変更
・世界テレコム91ブックフェアに出展
・機関誌「ITU研究」に「明日のITU：改革に向けて（ハイ

レベル委員会）邦訳」を掲載。

・JICA集団研修「ルーラル通信技術コース」（JICA研修）
を開始

・CCIR WP4s東京会合、WP9s神戸会合
・世界テレコム91（ジュネーブ）

1992
・（財）日本ITU協会と（財）世界通信開発機構（WORC-J）
  が合併し、（財）新日本ITU協会に再編
・千代田区岩本町 共同ビルへ移転

・APP-92（ジュネーブ）
・WARC-92（マラガ・トレモリノス）

1993

・ITU-T、ITU-R、ITU-D各セクターメンバーに加入
・森本 哲夫 理事長就任
・平成5年度「テレコム旬間」郵政大臣表彰受賞
・機関誌「ITU研究」を「ITUジャーナル」に統合
・第24回国際電波科学連合の京都総会にITUと合同で出

版展示

・WTSC-93（ヘルシンキ）
・RA-93、WRC-93（ジュネーブ）

1994
・アジアエレクトロニクス連盟（AEU）との合同巡回セミナー

を初めてインド、スリランカ、インドネシアで実施
・ワールドテレコム ビジュアルデータ集発行

・ITU-R研究会開始
・「関西テレコムシンポジウム」
  開催

・PP-94（京都）
・WTDC-94（ブエノスアイレス）

1995 ・RA-95、WRC-95（ジュネーブ）
・世界テレコム95（ジュネーブ）

1996
・松野 春樹 理事長就任
・ITUとの契約に基づく勧告コピーサービス開始
・ホームページ開設

・WTSC-96（ジュネーブ）
・WTPF-1996

1997 ・RA-97、WRC-97（ジュネーブ）
・テレコムインタラクティブ（ジュネーブ）

1998

・五十嵐 三津雄 理事長就任 ・PP-98（ミネアポリス）
  ※内海善雄氏 ITU事務総局長に当選
・WTDC-98（バレッタ）
・WTPF-1998

1999 ・ITUモンブリアン・ビル落成を記念して、綴織タペストリー「凱
風快晴」（通称：赤富士、2.8m×1.85m）をITU本部へ寄贈

・テレコム99＋テレコム・インタラクティブ
99（ジュネーブ）

2000 ・（財）日本ITU協会に名称変更
・品川 萬里 理事長就任

・RA-2000、WRC-2000（イスタンブール）
・WTSA-2000（モントリオール）

2001 ・千代田区鍛冶町 神田KSビルへ移転 ・デジタル・オポチュニティ研究会開始（〜2003年まで）
・ITUビジネスセミナ開始

・WTPF-01

2002

・世界情報通信社会・電気通信日特別記念アマチュア無線
局（8J1ITU）開設

・米国ITU協会（USITUA）との相互協力に関する覚書締結
・アーサー・C・クラーク新技術研究所（ACCIMT）との相

互協力に関する覚書締結
・ITU活動の貢献に対して世界電気通信日に感謝状を受領
・谷 公士 理事長就任

・国際会議実践セミナ開始 ・WTDC-02（イスタンブール）
・PP-02（マラケシュ）

2003

・金澤 薫 理事長就任 ・OSフォーラム開始 ・WSISアジア太平洋地域会合（東京）
・APG03-5（東京）
・RA-03、WRC-03（ジュネーブ）
・世界テレコム（ジュネーブ）
・WSIS-03（ジュネーブ）
  ※世界情報社会サミット初開催

2004 ・ITU-T局長Houlin Zhao氏来日、特別講演会開催 ・WTSA-04（フロリアノポリス）

2005 ・これでわかるITU発行
・松井 浩 理事長就任

・JICA集団研修「村落情報化基盤整備手法」を受託 ・WSISテーマ別会合「東京ユビキタス会議」
・WSIS-05（チュニス）

2006

・ITUジャーナルカラー化

・フォローアップセミナ開始

・PP-06（アンタルヤ）
  ※WTISD（世界情報社会・電気通信日）
　  を制定
・世界テレコム（香港）
  ※ジュネーブ以外での初開催
・WTDC-06（ドーハ）
・IGF会合（アテネ）

2007 ・会員専用ページ開設
・有冨 寛一郎 理事長就任

・RA-07、WRC-07（ジュネーブ）

2008
・ICTと気候変動に関する京都シンポジウム支援 ・Kaleidoscope（ジュネーブ）

  ※初開催
・WTSA-08（ヨハネスブルグ）

2009 ・森 清 理事長就任 ・世界テレコム（ジュネーブ）
・WTPF-09

【1991年〜2009年】

2002年 PP-02（マラケシュ）

2003年 WSISアジア太平洋地域
会合（東京）2003年 WSIS-03（ジュネーブ）

2003年 APG03-5（東京）

2006年 PP-06（アンタルヤ）

1991年 機関誌「国際電
気通信連合と日本」を「ITU
ジャーナル」に名称変更

1994年 ワールドテレコム・
ビジュアルデータ集発行

1999年 タペストりー「凱風快晴」寄贈
1998年 内海善雄氏が
ITU事務総局長に当選

2005年 WSISテーマ別会合「東京
ユビキタス会議」

2008年 ICTと気候変動に関する
京都シンポジウム

2008年 WTSA-08（ヨハネスブルグ）

2005年 これでわかる
ITU

1994年 PP-94（京都）
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年次 日本ITU協会
ITU（国際電気通信連合）

太字：当協会が日本事務局支援や出展支援などを実施
したイベント

2010

・出張セミナ開始 ・PP-10（グアダラハラ）
  ※伊藤 泰彦氏 無線通信規則委員会
　  （RRB）委員に当選
・WTDC-10（ハイデラバード）

2011 ・一般財団法人に移行 ・政策（現情報通信）研究会開始 ・世界テレコム（ジュネーブ）

2012

・鈴木 康雄 理事長就任
・ITUジャーナル ウェブ
  発行一本化
・新宿区新宿1丁目 BN御苑ビルへ移転

・ITU会合情報連絡会開始 ・WTSA-12（ドバイ）
・RA-12、WRC-12（ジュネーブ）
・世界テレコム（ドバイ）
・WCIT-12（ドバイ）

2013

・小笠原 倫明 理事長就任 ・ITU-R　国際会議体験
  ハイレベルセミナ開始
・ITU-T　国際会議体験
  ハイレベルセミナ開始
・世界テレコム＆ミャンマー
  情報通信動向調査

・ITU-T SG3 RG-AO（東京）
・ITU Kaleidoscope（京都）
・WP5D（札幌）
・世界テレコム（バンコク）
・WTPF-13

2014

・ITU-APT Foundation of India（IAFI）との協力覚書締結 ・政策研究会を見直し、
  情報通信研究会開始

・WTDC-14（ドバイ）
・WSIS+10ハイレベルイベント2014
  （ジュネーブ）
・APT WDMC-5（東京）
・ITU-T SG16（札幌）
・PP-14（プサン）
・世界テレコム（ドーハ）

2015

・国際交渉テクニックセミナ開始
・国際交渉パフォーマティブ・セミナ開始

・ITU創立150周年
・AWG-18（京都）
・WSISフォーラム2015（ジュネーブ）
・RA-15、WRC-15（ジュネーブ）
・世界テレコム（ブダペスト）
・WTIS-15（広島：12団体展示実施）

2016
・国際標準化の戦略的
  ビジネス活用セミナ開催

・PRF-16（東京）
・WTSA-16（ヤスミン・ハマメット）
・世界テレコム（バンコク）

2017 ・第19回国際宇宙電波監視会合（ISRMM-19）支援 ・世界テレコム（プサン）
・WTDC-17（ブエノスアイレス）

2018

・福岡 徹 理事長就任 ・世界テレコム（ダーバン）
・WP5D（福岡：5団体展示実施）
・PP-18（ドバイ）
  ※橋本 明氏 無線通信規則委員会
　  （RRB）委員に当選

2019

・南 俊行 理事長就任 ・APG19-5（東京：8団体展示実施）
・世界テレコム（ブダペスト）
・RA-19、WRC-19（シャルム・エル・シェ

イク）

2020

・テレワーク開始（4月〜）
・新型コロナウイルス感染症拡大により世界情報社会・電

気通信日のつどい式典の延期、開催（5月→10月）
・山川 鉃郎 理事長就任
・Beyond5Gキックオフシンポジウム（オンライン）運営・

配信

・ITU会合情報連絡会
（オンライン：ジュネーブ、
バンコク、カリフォルニア
からも参加）

・デジタルワールド（ハノイ）（オンライン）
・WTSA-20（ハイデラバード）延期

2021

・デジタル海外展開プラットフォームJPD3（オンライン）
支援

・総務省MRA国際ワークショップ2021（オンライン）支援
・日本ITU協会創立50周年を記念して式典を挙行

◆これまでの研究会開催数（2021年8月末時点）：2,177回
◆これまでの定期出版物発行数（2021年8月末時点）
・「国際電気通信連合と日本」：232号
・「ITU研究」：265号
・「ITUジャーナル」：368号（前身の「国際電気通信連合と

日本」から含めると600号）
・「New Breeze」：131号

・デジタルワールド（ハノイ）（オンライン）
・WTDC-21（アジスアベバ）延期

※１　ITU協会内の調査データ等を基に作成
※２　略号

WARC：World Administrative Radio Conference（世界無線通信主管庁会議）
CCITT：Consultative Committee on International Telegraphy and Telephony（国際電信

電話諮問委員会）
PP：Plenipotentiary Conference（全権委員会議）
CCIR：Consultative Committee on International Radio（国際無線通信諮問委員会）
WTDC：World Telecommunication Development Conference（世界電気通信開発会議）
WATTC：World Administrative Telegraph and Telephone Conference（世界電信電話主

管庁会議）
APP：Additional Plenipotentiary Conference（追加全権委員会議）
WTSC：World Telecommunication Standardization Conference（世界電気通信標準化

会議）
RA：Radiocommunication Assembly（無線通信総会）

WRC：World Radiocommunication Conference（世界無線通信会議）
WTPF：World Telecommunication/ICT Policy Forum（世界電気通信政策フォーラム）
WTSA：World Telecommunication Standardization Assembly（世界電気通信標準化総会）
APG：APT Conference Preparatory Group（APT準備会合）
WSIS：World Summit on the Information Society（世界情報社会サミット）
IGF：Internet Governance Forum（インターネットガバナンスフォーラム）
WCIT：World Conference on International Telecommunications（世界国際電気通信会議）
APT WDMC：APT Workshop on Disaster Management/Communications（APT災害管理/

通信ワークショップ）
AWG：APT Wireless Group（APT無線グループ）
WTIS：World Telecommunication/ICT Indicators Symposium（世界電気通信/ICT指標シン

ポジウム）
PRF：APT Policy and Regulatory Forum（APT政策・規制フォーラム）
ISRMM：International Space Radio Monitoring Meeting（国際宇宙電波監視会合）

【2010年〜2021年】

2020年 つどい式典延期、開催
（5月→10月）

2013年 WP5D（札幌）

2014年 PP-14（プサン）

2018年 WP5D（福岡）

2019年 世界テレコム（ブダペスト）2019年 APG19-5（東京）

2016年 PRF-16（東京）

2018年 PP-18（ドバイ）

2019年 WRC （シャルム・エル・
シェイク）

2010年 WTDC（ハイデラバード）

2015年 WTIS（世界電気通信/
ICT指標シンポジウム）（広島）

2015年 国際交渉パフォーマティ
ブ・セミナ開始




